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再生可能エネルギーの主力電源化に向けた次々世代電力ネットワーク安定化技術開発（STREAMプロジェクト）
研究開発項目１ 疑似慣性ＰＣＳの実用化開発

高圧連系用慣性低下対策PCSの実用化開発

東京電力ホールディングス株式会社 西田悠介
連絡先： nishida.yusuke@tepco.co.jp

■ 事業の目的・目標

系統慣性が低下した状態で、大規模な電源脱落事故等が発生し周波数が大きく変動す
ると、周波数低下リレーが動作することで健全な他の電源も解列し、最悪の場合ブラックア
ウトに至る
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NEDO事業で研究開発

一部高コスト

利便性に難
事業の目標

慣性低下対策PCSの開発
•設計・仕様検討

•試作機製作

試作機改良
•系統連系試験・要件への適合

•標準機器要求仕様へ反映

模擬系統試験
•実規模の配電系統における試験

•ラボ試験では困難な試験を実施

ラボ試験
•認証等を想定したラボ試験

•HILを活用した仮想実証試験

蓄電池向けPCS
•メーカ３社程度が参画予定

•東京電力HDより外注

太陽光向けPCS
•実用化に向けて難易度高

•蓄電池向けと並行して検討

アウトプット
• 標準機器仕様

• 系統連系規程等への
反映に必要なデータ

• 試験法の作成

①-(1)慣性低下対策
PCSの開発 ①-(2)慣性低下対

策PCSの評価試験

①-(3)慣性低下対策PCSの導入効果、影響評価検討

連携

■ 実施体制
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①慣性低下対策PCSの導入を

考慮した将来の需給シナリオ

(2030年～2050年) 

②将来シナリオベースでの
対策PCSの導入効果
・系統影響評価

前提条件の検討

需給運用・解析、調整力評価（MR、UC＋ED）

ユースケース策定

配電系統解析
縮約技術開発

瞬時値解析(East10)

配電縮約技術
応用（実効慣性等）

瞬時値系統解析
(基幹系統レベル)

実効値解析技術
検討・開発

実効値解析
(単純系統)

異なるアルゴリズム
の比較検証

瞬時値解析
(単純系統)

反映

実効値解析
(多機系統)

GFM制御
開発・改良

将来想定の条件整理において協力
不確定な要素について幅広の検討を実現

③様々な対策PCSの導入条件を
考慮した系統解析のための
解析技術・解析結果

・縮約技術・実効値モデル
・開発技術を適用した系統評価
・分布・制御方式・定数設定など
の影響評価

シナリオに応じた下位系統模擬のための
縮約技術の適用について協力

対策PCSの擾乱に対する応答や
系統安定性への影響について知
見を共有
→包括的な評価を実現

将来需給シナリオ策定
の前提条件検討

将来需給シナリオの策定 (2030～2050)

将来需給シナリオに基づく系統解析

次世代IBRを含む配電系統モデルの縮約技術開発

次世代IBRの実効値解析技術開発・系統安定化検証

瞬時値解析 (EMT) に基づく次世代IBRの同期安定性検証

②PCSによる対策
（蓄電池・PV)

■ 2025年度の主な成果

■実用化・事業化の見通し

事業にて整理した要求仕様・試験法の素案をもとに規程類の整備等を経て実用化
される見通し

■ 課題と今後の取組

■ 2024年度までの成果と課題

周波数変動に適切に動作すること！

不要にＰＣＳが停止しないこと！

公衆安全が確保されていること！

慣性低下対策PCSの要求仕様を整理・製作した試作機のラボ試験・模擬系統試験を通じて
要求事項①の達成を確認

達成

課題解決に向けて
挑戦

【要求事項①】

【要求事項②】

【要求事項③】

要求事項②を更新、過電流の抑制の考え方を整理し、試作機にて実装を確認した。

10sは過電流上限の150%で抑制

10s経過後は100%に抑制し運転継続

要求事項③についてPVなどが連系されている条件で単独運転検出が不能のため未達成。
（2026年度の試験において単独運転検出成功したため、結果を整理中）

課題

今後の予定

◼ 要求仕様案の整理について
✓各種試験結果やシミュレーション検討結果などを踏まえ、本事業における要求仕様
案を取りまとめる

◼ 試験機の開発について
✓課題の残るGFMの単独運転検出と慣性機能の両立について、検討を継続する

■ 要求内容

■ ラボ試験結果

要求仕様案

試験法案

NEDO事業

実系統への試行的連系

実用化

規程類の整備

実用化までのステップのイメージ
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